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やまなし時代早見表

縄文時代の暮らし 今から約12,000〜2,300年前

縄文時代の特徴
・土器の出現
・弓矢の発明
・植物食の利用拡大
・大規模な集落の出現
・祈りや信
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今から約 4,500 年前、山梨・長野を中心に、縄
文土器の文

もん
様
よう
がとても発達していました。また、

石器もいろいろな種類のものが作られました。

縄文時代中期の大規模な集落
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縄文時代では、竪
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が一般的で
すが、この床面に平たい石を敷いたも
のを敷石住居と呼んでいます。
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縄文時代には、広場を囲むように家が丸く並ぶムラの形があります。この
遺跡は、今から 4,500 年前の八ヶ岳南

なん

麓
ろく

につくられた中心的なムラと考え
られています。
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今から約4,500年前の
山梨のムラでは、たく
さんの土偶が使われて
いました。土偶は、祈
りに使われるもので、
完全な形で発見される
ことはほとんどありま
せん。
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今から 3,500 ～ 2,300 年前のムラで
す。ここでは、大小の石が並べられ墓
や祈りの場として使われていました。
そこからは、土偶や石棒がたくさん発
見されました。

石鏃は弓矢の先端に
つけます。

これは何の実かな？
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どうやって食べたのかな？
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植物食の利用
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